
第２部 中村哲医師講演会
「アフガニスタンに生命の水を、国際協力の３２年」

講師 中村哲医師 ＰＭＳ（ピースジャパン・メディカル・サービス）総院長

ペシャワール会現地代表

平和と復興の祈りの歌と講演
第１部 平和と復興の祈りの歌声

出演 独唱・指揮 檀 美知生 ピアノ 早川奈穂子

合唱 女声アンサンブル「アモーレ」 奇跡の街合唱団

・ テノールソロとピアノ・混声合唱のための組曲「無言館」

第１章「無言館」 第２章「希望の絵」 第３章「弟よ」

第４章「還らぬ若人」 第５章「命への伝言」

・ 東北復興支援 大人と子どもの歌声

「あなたへ」 「がんばってらサンバ」など

主催 私の好きなこの街復興支援プロジェクト 申し込み先 村嶋由紀子

〒６５９００６２ 芦屋市宮塚町１２－１９ ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７９７（２２）９４３８ メール terra@kcc.zaq.ne.jp

後援 兵庫県・兵庫県国際交流協会・芦屋市・芦屋市教育委員会・（公財）神戸市民文化振興財団

協力 関西福中・福高同窓会・東日本大震災避難者の会Thanks&Dream

２０１６年８月２１日（日） 開場１３時１５分 開演１４時

（開場～開演に中村哲医師の現地活動ＤＶＤ上映します）

芦屋ルナホール芦屋ルナホール芦屋ルナホール芦屋ルナホール（ＪＲ芦屋、阪神芦屋、阪急芦屋川から徒歩５－７分）

チケットチケットチケットチケット 一般一般一般一般 １５００１５００１５００１５００円円円円 学生学生学生学生・・・・避難者避難者避難者避難者 ３００３００３００３００円円円円
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愛の歌をそそいで「中村哲医師愛の歌をそそいで「中村哲医師愛の歌をそそいで「中村哲医師愛の歌をそそいで「中村哲医師『『『『生命の水生命の水生命の水生命の水』』』』の講演」の講演」の講演」の講演」 ご案内ご案内ご案内ご案内 ！！！！ ！！！！
私の好きなこの街復興支援プロジェクト代表私の好きなこの街復興支援プロジェクト代表私の好きなこの街復興支援プロジェクト代表私の好きなこの街復興支援プロジェクト代表 檀美知生（村嶋紀久男）檀美知生（村嶋紀久男）檀美知生（村嶋紀久男）檀美知生（村嶋紀久男）

歌で東北支援する私たちは、遂に「中村哲医師講演会」を芦屋市にて開催することができます！！

私たちがこの企画を切望したのは、檀美知生が光栄にも中村哲氏と福岡高校での同級生で、その

大活躍を尊敬する身近な人として見続けてきたからです。しかしそれ以上の理由があります。

私たちは２１年前の阪神淡路大震災また５年前の東日本大震災以降、音楽・文化の分野で苦難の人々

の心の復興への支援活動をしてきました。中村氏が遠きアフガニスタンで過酷な灌漑事業で多くの命

を救い、「緑の大地」を見事に実現させていることがいかに素晴らしいことなのか、スケールと分野

は違えども我が身のボランティア活動から深く実感するようになったのです。さらには原発事故からの

避難者を支援する中で、取り巻く社会との関わりを見詰めなければ、弱き人の味方にはなれないと

強く思うようになりました。中村氏が世界で激しい戦禍の中でも、凛として命をかけて「命の水」を

生みだしている姿に、畏敬の念を深く抱きました。中村氏の貴重な話から共に学び、私たちも「命」

を守り育てる歌の活動に生かし、皆様と＜平和と復興＞の連帯の心を広く強く持ちたいと思います。

歌でボランティア歌でボランティア歌でボランティア歌でボランティア 奇跡の街合唱団奇跡の街合唱団奇跡の街合唱団奇跡の街合唱団団員募集団員募集団員募集団員募集
平和と復興を誓う８月、独唱とピアノと混声合唱のための組曲「戦没画学生慰霊美術館無言館」！！

募集資格 歌の好きな人で東北被災者・避難者を歌で支援したい人

特典 ・ ８月の「中村哲講演会」の第１部のステージに立つことができる。

・ 大人も子どもも、声楽・演技のミュージカル訓練を受けられる。

・ 避難者・東北被災地を支援する草の根のコンサート・講演活動に参加できる。

練習 月２回（第１・第３日曜日）１４時－１７時 奇跡の街学園・子ども練習 月１回（月末土曜日）

会場 ＴＥＲＲＡ（テラ）ホール 芦屋市宮塚町１２－１９（ＪＲ芦屋・阪神芦屋から８分）

指導 指揮 檀 美知生 ピアノ 早川奈穂子 演技指導 村嶋由紀子

団費 月額 大人 ２０００円 学生１５００円 避難者 ５００円 子ども １００円

連絡先 村嶋由紀子（ディレクター） ０９０（９１１６）８１２２ ｅメール terra@kcc.zaq.ne.jp

私の好きなこの街復興支援プロジェクト
プロフィール

２０１１年檀美知生、村嶋由紀子で設立。
阪神淡路大震災を音楽で乗り越えた経験を
活かし陸前高田を中心に２２回の支援訪問
を重ね、音楽でのボランティアを続ける。
両親を亡くした震災遺児たちとの交流をし
７回の現地公演と３回の関西での公演で
共演する。また福島、関東からの放射能
被曝を逃れて関西へ避難の皆さんへの支援
も始める。女声アンサンブル「アモーレ」
と「奇跡の街合唱団」から構成され、多く
のサポーターにも支えられて活動している。

中村哲氏中村哲氏中村哲氏中村哲氏 プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール
１９４６年福岡県生まれ。福岡高校、九州大学医学部卒。

１９８４年パキスタン・ペシャワールに赴任、以後３２年にわたりハンセン病

等貧困層の診療に携わり、アフガニスタン医療チーム（後にＪＡＭＰ）を

発足、各地で診療所を開設、巡回診療も行う。

２０００年、アフガニスタンで大干ばつが顕在化し、緊急用の水源確保の

ため井戸掘削の事業に着手する。その間飲料用井戸１６００本、地下水路

３８ヵ所、灌漑用１３基を掘削する。まさに「聴診器を持つ手を重機に握り

替えての」活動となっていく。さらに飢餓線上の人々に「いのちの基金

計画」で越冬可能な量の食糧配給を行う。２００２年「緑の大地計画」を

起こし、農業用灌漑用水路事業に着手、２００３年マルリワリード用水路を

開通させ、農業を再生、推定１５万人以上の難民の帰還を果たした。

現在も進行中の干ばつと洪水が繰り返し発生するのに対し、壊滅状態

の既存用の取水口の新設、改修に着手し、ナンガラハル州の穀倉地を

救い、多くの難民が帰還しつつある。現在８か所目の既存用水路に取り

組んでいる。これが成ると既に完工している地域を合わせ、約１万６千

ｈａの安定灌漑を可能にし、約６５万人の生活を護っていくことになる。

診療活動も行い、２０１４年度では年間診療数約４万６千人である。


